
宗
祇
筆

『
源
氏
物
語
」

に

つ
い
て

1

空

蝉

・
梅
枝

・
宿
木

・
浮
舟

・
手
習

・
夢
浮
橋

を
中

心

に

i

宮

田

光

は
じ
め

に

本
稿
で
紹
介
す
る
某
家
蔵

・
伝
宗
祇
筆

『
源
氏
物
語
』
(以
下
宗
祇
本
と
略
す
)

は
、
『
源
氏
物
語
評
釈
』
(全
十

一
巻

・
梅
野
き
み
子

・
乾
澄
子

・
岡
本
美
和
子

・

嘉
藤
久
美
子

・
田
尻
紀
子

・
宮
田
光

・
山
崎
和
子
著

・
風
間
書
房

・
二
〇

一
八
年
)

の
巻
七
以
後
の
校
異
欄
の
校
合
に
、

「伝
宗
」
と
し
て
使
用
し
た
写
本
で
あ
る
。

こ
の
校
異
に
あ
た
っ
て
は
、
写
本

・
複
製
本

・
影
印
本

の
調
査
な
ど
、
可
能
な
限

り
の
資
料
を
蒐
集
し
て
要
所
要
所
に

つ
い
て
の
正
確
な
校
訂
を
期
し
た
の
で
あ

っ

た
。
そ
の
時
に
、
『
源
氏
物
語
大
成
』
(池
田
亀
鑑
編
著

・
中
央
公
論
社
、
以
下

「大
成
」
と
略
す
)
に
採
用
さ
れ
て
い
た
桃
園
文
庫
蔵

『源
氏
物
語
』
(別
本
、
空

蝉

・
梅
枝

・
宿
木

・
浮
舟

・
手
習

・
夢
浮
橋
の
六
帖
、
以
下
桃
園
本
と
略
す
)
に

つ
い
て
は
、
所
在
不
明
の
た
め
に
調
査
で
き
ず
、
校
合
本
と
し
て
の
採
用
を
断
念

し
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
私
は
、
宗
祇
本
と
桃
園
本
が
し
ば
し
ば
奇
妙

に

一
致

し
て
い
る
の
が
気
に
な

っ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
主
に
両
本
に
共
通
す
る
六
帖
を

中
心
に
、
宗
祇
本
と
桃
園
本
と
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。

宗
祇
本
の
書
誌

宗
祇
本
は
、
室
町
時
代
末
期

の
写
本
五
四
冊

(桐
壺
～
夢
浮
橋
の
全
巻
揃
)。

攣

鴛

テ
、釜

穎

ち
甥
,

馨

怨

ぞ

バー
～
そ
え
多

免

繋

.繕

フ
へ
η
み
の
n
を
ー
重

馬

6
C

け

8
窺
ー

靭筆

わ

ー

?
。マ
ω
ぐー

3

芝

(ゑ

-ろ
～
内
鵡
ふ
桑

も

ミ

/
ゐ

ー

り
凄

い
の
ア

'?

の
て
ぞ

玄
い

〔図1〕(宗 舐本 空蝉巻 一オ)
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全
巻

一
筆
と
思
わ
れ
る
。
綴
葉
装
。
各
冊
縦

一
六

・
二
糎

・
横

一
七

・
四
糎
前
後
、

所
謂
六
半
本
で
あ
る
。
繧
色
の
紙
表
紙
。
各
冊
表
紙
中
央
に
巻
名

の
貼
題
籏

(縦

九

・
二
糎

・
横
二

・
四
糎
前
後
)。

本
文
用
紙
は
斐
紙
。

一
面

一
二
行
。
任
意

に

読
点

・
濁
点

・
人
名

・
引
歌

・
語
義

・
異
文
な
ど
の
同
筆

の
書
き
入
れ
が
あ
り
、

見
せ
消
ち

・
補
入

・
重
ね
書
き
に
よ
り
訂
正
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
れ

ら
の
書
き
入
れ
が
親
本

に
あ

っ
た
も

の
か
筆
者
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
。
誤

っ
て

引
歌
を
本
行
に
書
き
、
棒
線
で
消

し
て

「
ひ
き
寄
」
と
記
入
す
る
個
所
が
あ
り

〔図
2
〕
、
親
本
に
も
何
ら
か
の
注
記
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
五
四
帖
は
恐
ら
く

同

一
の
筆
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
他
人
か
ら
依
頼
さ
れ
た
所
謂
嫁
入
本
の
よ
う
な
写

し
で
は
な
く
、
自
ら
必
要
が
あ

っ
て
急
い
で
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
な
り
の

速
筆
で
、
癖
の
強
い

一
見
乱
雑
な
字
な
の
に
誤
り
は
少
な
く
、
上
質
の
紙
を
使
用

し
て
い
る
所
か
ら
見
て
も
、
筆
者
は
か
な
り
学
識
の
あ
る
人
物
と
思
わ
れ
る
。

他
に
、
寛
文
八
年

(
一
六
六
八
)
と
寛
文
十
年

(
一
六
七
〇
)
の
畠
山
牛
庵

の

折
紙
二
種
、
宝
永
五
年

(
一
七
〇
八
)
の
古
筆
了
仲
の
折
紙
、
古
筆
了
任
と
了
仲

の
極
札
二
種
が
あ
り
、
何
れ
も
宗
祇
真
筆
と
し
て
い
る
。
そ
の
中

の

一
種
を
紹
介

し
て
お
く
。

源
氏
物
語
六
半
本
/
五
十
四
帖
種
玉
庵
/
宗
祇
法
師
真
筆
/
外
題
九
条
関
白

植
通
公
/
御

一
筆
無
疑
慮
者
也
/
黄
金
弐
百
枚

寳
永
五
子
暦
/
中
冬
下
旬
/
古
筆
了
仲

判

(/
は
改
行
)

当
時
の

「
黄
金
弐
百
枚
」
の
価
値
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
余
程
の
高
値
で
あ
ろ

う
。
五
十
四
帖
全
て
を
殆
ど
誤
り
も
な
く
速
筆

で
書
き
通
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

宗
祇
真
筆
の
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
思
わ
れ
る
。

桃
園
本
に
つ
い
て
は
、
「大
成
」
第

一
巻

・
凡
例
の

「
校
異

二
採
澤
シ
タ
諸
本
」

の

「別
本
」
の
中
に

「桃

筆
者
未
詳

桃
園
文
庫
蔵
」
と
あ
る
以
外

の
説
明
は

な
く
、
同
第
七
巻
の

「現
存
重
要
諸
本
の
解
説
」
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
池

田
亀
鑑
博
士
の
桃
園
文
庫
か
ら
紅
梅
文
庫

の
前
田
善
子
氏
を
通
じ
て
天
理
図
書
館

に
収
め
ら
れ
た
、
多
く
の

『源
氏
物
語
』
が
あ
る
が
、
『天
理
図
書
館
稀
書
目
録

和
漢
書
之
部
』
第
三
に
も
、

こ
の
別
本
桃
園
本
六
冊
に
該
当
す
る
も
の
は
見
当
た

ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
桃
園
本
に
関
す
る
記
事
の
根
拠
は
、
残
念
な
が
ら
、

す
べ
て

「大
成
」
当
該
巻
の
校
異
欄
に
よ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
資
料
に

挙
げ
た
頁
数

・
行
数
も

「大
成
」
の
も
の
で
あ
る
。

1

宗
祇
本
と
桃
園
本
と
の
関
係

宗
祇
本

の
各
巻
頭
三
丁
分
に

つ
い
て
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大
体

の
傾
向
を
知
る
た
め
に
、
宗
祇
本
の
各
巻
頭
三
丁
分
の
分
量
に
限

っ
て
、

「大
成
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
桃
園
本

の
校
異
の
全
項
目
の
、
別
本

に
お
け
る
分

布
を
調
べ
た
も

の
が
表
1
で
あ
る
。

な
お
、
「大
成
」

の
底
本
は
、
浮
舟

・
夢
浮

橋
巻

(池
田
本
)
を
除
き
、
大
島
本

で
あ
る
。

桃
園
本
の
校
異
の
全
項
目
数
の
う
ち
、
全
体
と
し
て
は
単
独
異
文
が
半
数
を
占

め
、
意
外
に
多
い
。
他
本
と

一
致
す
る
共
通
異
文
を
見
る
と
、
空
蝉
巻
は
陽
明
本

と
の
、
梅
枝
巻
は
陽
明
本
と
保
坂
本
と
の
、
宿
木
巻
は
保
坂
本
と
の
距
離
が
近
い

こ
と
が
分
か
る
。
浮
舟
巻
は
他
の
別
本
と
は
ほ
ぼ
等
距
離
、
手
習
巻
は
池
田
本
、

夢
浮
橋
巻
は
保
坂
本
と
非
常
に
近
い
た
あ
に
、
こ
の
二
巻
は
単
独
異
文
が
少
な
い

の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
桃
園
本

の
校
異
の
全
項
目
と
宗
祇
本
と
の
距
離
、
ま
た
単
独
異
文
と
宗

祇
本
と
の
距
離
に

つ
い
て
調
べ
た
の
が
、
表
2
で
あ
る
。

◎
1
桃
園
本
と
宗
祇
本
が
、
僅
か
な
表
記
の
違
い

・
音
便
を
除
き
、
完
全
に

一
致
し
て
い
る
も
の
。

O
l
桃
園
本
と
宗
祇
本

の
関
係
が
深
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
補
入

・
見

せ
消
ち

・
傍
書
な
ど
の
桃
園
本
の
原
態
が
不
明
の
た
め
、
判
断
を
保
留

し
た
も
の
。

△
ー
桃
園
本
と
宗
祇
本

の
関
係
は
認
め
ら
れ
る
が
、
読
み
方
が
複
数
あ
る
と

か
、
誤
写

・
誤
読

の
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
判
断
を
保
留
し
た
も
の
。

x
I
桃
園
本
と
宗
祇
本
が
不

一
致
の
も
の
。

全
項
目
で
も
単
独
異
文

で
も
、
桃

園
本
と
宗
祇
本
が
完
全
に

一
致
し
て
い
る
比

率
が
非
常
に
高
い
。
こ
の
傾
向
は
、

巻
頭
だ
け
で
な
く
巻
全
体
で
も
変
わ
ら
な
い

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
、
次
に
、
六
巻

全
体
の
桃
園
本
の
単
独
異
文
と
宗
祇
本
の
関

係
を
調
べ
た
の
が
、
表
3
で
あ
る
。
単
独
異
文
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
傾
向
が

変
わ
ら
な
い
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

「大
成
」

の
校
異
欄
が
、
青
表
紙
本
以
外
は

簡
略
化
さ
れ
て
い
て
、
河
内
本

・
別
本

の
場
合
、
複
数
の
本
に
土
ハ通
異
文
が
あ
る

宗
祇
筆

『
源
氏
物
語
』

に
つ
い
て

〔表1〕

「大成」桃園本の

校異の全項目数

単独異文の項

目数(%)

共通異文

の項目数

桃園本と一致する別本の項目数

高松宮本 陽明本 保坂本 飯島本 池田本 国冬本 麦生本 阿里莫本

空蝉 76 42(55.3) 34 22 / 10 10 7

梅枝 37 26(70.3) 11 8 8 / / / 0 0

宿木 14 7(50.0) 7 1 2 5 / / 1 / 2

浮舟 24 18(75.0) 6 3 2 / / / 3 3

手習 27 2(7.4) 25 6 6 7 / 20 7 / 9

夢浮橋 34 12(35.3) 22 9 / 20 / / 9 4 3

計 212 107(50.5) 105 19 40 40 10 20 20 17 21

〔表2〕 桃園本と宗舐本の一致する割合

◎ ○ △ ×

空蝉
桃園本の項 目数(%) 76 54(71.1) 18(23.7) 2(2.6) 2(2.6)
うち単独異文(%) 42 29(69.0) 10(23.8) 1(2.4) 2(4.8)

梅枝
桃園本の項目数(%) 37 26(70.3) 2(5.4) 3(8.1) 6(16.2)
うち単独異文(%) 26

,

17(65。4) 2(7.7) 3(11.5) 4(15.4)

宿木
桃園本の項目数(%) 14 13(92.9) 1(7.1) 0(0.0) 0(0.0)

うち単独異文(%)
1

7 6(85.7) 1(14.3) 0(0.0) 0(0.0)

浮舟
桃園本の項目数(%) 24 18(75.0) 3(12.5) 0(0.0) 3(12.5)

うち単独異文(%) 18 13(72.2) 2(11.1) 0(0.0) 3(16.7)

手習
桃園本の項目数(%) 27 25(92.6) 1(3.7) 0(0.0) 1(3.7)
うち単独異文(%) 2 2(100.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0)

夢浮橋
桃園本の項目数(%) 34 30(88.2) 2(5.9) 1(2.9) 1(2.9)
うち単独異文(%)

1

12 8(66.7) 2(16.7) 1(8.3) 1(8.3)

計
桃園本の項目数(%) 212 166(78.3) 27(12.7) 6(2.8) 13(6.1)
うち単独異文(%) 107 75(70.1) 17(15.9) 5(4.7) 10(9.3)
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〔表3〕 各巻の桃園本単独異文と宗紙本が一致する割合

宗
祇
筆

『源
氏
物
語
』

に
つ
い
て

単独異文
の項目数 ◎(%) ○(%) △(%) ×(%) ※

空蝉 167 130(77.8) 27(16.2) 2(1.2) 8(4.8) 2

梅枝 177 129(72.9) 20(11。3) 5(2.8) 23(13.0) 14

宿木 284 216(76.1) 11(3.9) 12(4.2) 45(15.8) 43

浮舟 652 557(85.4) 21(3.2) 28(4.3) 46(7.1) 43

手習 180 105(58.3) 14(7.8) 10(5.6) 51(28。3)

1

50

夢浮橋 79 57(72.2) 8(10.1) 7(8.9) 7(8.9) 6

計 1,539 1ユ94(77.6) 101(6.6) 64(4.2) 180(11.7)
1
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ふ
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と 8

ξ
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又
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見出

し

あ み
ふ か
ら う
み し
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く り
て て
御
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で
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に
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と
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〔表

5
〕

「
大
成」
頁
・

行

「
大
成」

見
出
し

桃

園

本

宗

祇

本

備

考

オ

八

五
・

7

い
と
を
し
く
さ
う

く
し
と

思
ふ

く
ち

を

し

く

思
ひ

け

り

く

ち

を

○

さへ

っ

ぐ
○

し

く

思

ひ

け

り

宗
祇
本
は
見
せ
消
ち
・

訂
正

カ

八

五
・

7

な
み

く
な
ら
す

な
み

く
な
ら
ぬ

ぬ

な
み

く
な
ら
す

宗
祇
本
は
傍
書

キ

八

六
・

1

の
た
ま
ひ
ま
つ
は
す
は

の
た
ま
ひ
あ
く
ら
す

い
め
く
らす

の

た

ま
ふ

○

、

宗
祇
本
は
傍
点
で

「
ふ
」

を
見せ消ち、補入

ク

八

六
・

7

す
み
の
ま
よ
り

か
た
す
み
の
ま
よ
り
三
の
ま
の

す
み
の
ま
よ
り

か

た
〇

三
の

ま
の

宗
祇
本
は
補
入

ケ

一

九

九

三
・

10

い
た
き
い

れ

い
た
き
つ
れ

い
た
き
つ
れ

宗
祇
本
は
「
い
れ
」

の
「
い
」
の上に「つ」を重ね書き

〔表

6
〕

「大

成」

頁
・

行

「
大
成
」

見
出
し

桃

園

本

宗

祇

本

コ

九

七

五
・

4

か

う

と

も

か
う
の
所
と
も

か
う
の
品
と
も

サ

一

八

七
一

・

3

右
の
大
殿

左
大
臣
殿

右
大
臣
殿

シ

一

八

八
一

・

9

御
と
も

さ

と

も

さ

御
と
も

ス

九

八

六
・

10

給
へ

る

給
る

給
え
る

い
る
た
め
、
桃
園
本
が

「
品
」
を

「所
」
と
読
み
誤

っ
た
可
能
性
も
考
え
て
、
保

留
に
し
た
。

サ
は
浮
舟
巻
。
諸
本
は
す
べ
て

「
右
」

で
あ
る
。
「
左
」
は
桃
園
本
の
み
。
し

か
し
宗
紙
本
を
よ
く
見
る
と
、
も
と

は

「左
」
で
、
縦
線
を
加
え
て

「右
」
に
訂

正
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
の
過
程
が
不
明
な
の
で
保
留
に
し
た
。

シ
は
浮
舟
巻
。
諸
本
は

「御
と
も
」
で
、
「
さ
と
も
」
と
す
る
の
は
桃
園
本
の

み
。
宗
祇
本
は
も
と
の

「
さ
」
の
上

に

「御
」
を
重
ね
書
き
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
、
し
か
も
右
側

に

「
さ
」
と
傍
書
し
て
あ
る
。

宗
祇
筆

『
源
氏
物
語
』

に
つ
い
て

こ

の

よ
う

に
、

「
御
」

と

「
さ

(佐

)
」
、

「
へ
」

と

「
つ
」
、

「
ま

(
万

)
」

と

「
さ

(
左

)
」
、

「
こ

(
己
)
」

と

「
う

(宇

)
」
、

「
＼
」

と

「
く

(
久
)
」
、

「
ふ

(布

)」

と

「
け

(希

)
」

な

ど

、

判

別

し

難

く

て
読

み

誤

り

の
可

能

性

の
あ

る
例

は
、

保

留

に

し

た
。

ス
は

梅

枝

巻

。

諸

本

は

「
給

へ
る

」
。

宗

祇

本

は

「
給

え

る

」
。

桃

園

本

の

「
給

る

」

は

「
た

ま

は

る
」

「
た

ま

ふ

る
」

「
た

ま

へ
る

」

と

読

む

可

能

性

が

あ

り
、

一
致

し

て

い

る

と

は

決

め

ら

れ

な

い

の

で
保

留

に
し

た

。

△

は

、

大

体

は

、

二

本

と

も

同

じ

だ

っ
た
可

能

性

が

あ

る

が

、

結

果

的

に
諸

本

に

近

い

の
は

宗

祇

本

の
よ

う

に
思

わ

れ

る
。

【
×

に

つ
い

て
】

(
表

7
)
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宗
祇
筆

『
源
氏
物
語
』

〔表
7
〕

に

つ
い

て

「大

成」

頁
・

行

「
大
成」

見
出
し

桃

園

本

宗

祇

本

セ

一

七

〇

五
・

10

お
は
せ
は
し
も
と

お
は
せ
は
も
と

は
欽

お

は

せ
○

し

も

と

ソ

一

七

〇

六
・

5

そ

し

ら

は

し

け

に

そ

ら

は

し

け

に

そ

し

ら

は

し

け
に

タ

一

七
一

五
・

1

あ

し
こ

も

と

に

あ

し

も

と

に

そ

こ

あ

し

こ

も

と

に

、

チ

一

七
二

〇
・

12

頭中

将

中
将

頭
中
将

ツ

一

七

二

二
・

13

老
人
と
も

お
人
と
も

お
い
人
と
も

テ

一

七
二

八
・

1

お
は
し
け
る
と

お
わ
し
け
た
る
と
は

け

お
わ
し
た
る
と
は

、

ト

一

七
三

三
・

14

も
の
＼

給

物
給
ふ

物
の
給
ふ

ナ

一

八

六
三
・

1

ゑ
む
し
や
し

え
ん
し
や
う
し

え
え
ん
し
や
し

二

一

八

六

六
・

4

女
房
な
と
も

女
な
と

女
房
な
と

ヌ

一

八

六

六
・

11

か
ま
へ
よ

か
ま
て
よ

か
ま
え
よ

ネ

一

八

六

六
・

12

家
司

け
い

用

け

い
い
ゑ
司

、

、

原
則
と
し
て
、
○
や
△
の
よ
う
に
二
本
が

一
致
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
桃
園
本
と
宗
祇
本
の
間
に
、
音
便
と
表
記
以
外
に

一
字
で
も
相
異
が
あ
れ
ば
、

す
べ
て
×
に
し
た
。

・

宿
木
巻
の
例
。

ソ
・
チ

・
ツ

・
ト
は
、
桃
園
本
に
は
脱
字
が
あ
る
が
、
宗
祇
本
は
脱
字
が
な
い
。

セ

・
タ

・
テ
は
、
桃
園
本

の
欠
陥

を
宗
祇
本
が
修
正
し
て
い
る
か
に
見
え
る
も

の
。
・
浮
舟
巻
の
例
。

ナ
は
、
匂
宮

の

「
あ
け
て
み
ん
よ
。
怨
じ
や
し
給
は
ん
と
す
る
」
と
い
う
言
葉

を
、
桃
園
本
は
、
「
し
」
を

「
う
し
」
と
読
ん
だ
か
、
意
味
を
理
解

で
き
な
か

っ

た
の
か
、
「
え
ん
し
や
う
し
」

と
街
字
を
入
れ

て
い
る
。

二
は
、
コ
房
」

の
崩
し
た
字
が

「
な

(奈
)」

に
近
い
た
め
に
、
桃
園
本
が
誤

っ
て

「女
な
と
」

と
し
た
か
。

ヌ
は
、
宗
祇
本

の

「
え
」
は

「
盈
」
を
字
母

と
す
る
字
で
あ
る
。
実
は
、
桃
園
本
の
校
異
を

見
て
い
て
、
宗
祇
本

の

「
え

(盈
)
」
を
桃
園

本
で
は

「
て
」
と
す
る
箇
所
が
他
に
も
何
例
か

あ

っ
た
。
少
な
く
と
も
単
独
異
文
の
表
記
に
つ

い
て
は
、
こ
の
二
本
の
表
記
は
、
同
じ
場
合
が

圧
倒
的
に
多
い
。
ど
こ
か
の
時
点
で
読
み
誤

っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
と
憶
測
す
る
の
で
あ
る
。

ネ
は
、
桃
園
本
の

「
け
い
用
」

で
は
さ
す
が

に
分
か
る
ま
い
。
別
本
の
麦
生
本
に

「
い
ゑ

つ

か
さ
」
が
あ
る
が
、
諸
本
は

「家
司
」
で
あ
る
。

宗
祇
本
は

「
い
ゑ
司
」
を
傍
点

で
見
せ
消
ち
し

て

「
け
い
司
」
と
直
し
て
い
る
。
宗
祇
本
は
、

他
本
を
調

べ
て
意
味
不
明
の
箇
所
を
正
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
桃
園
本
が
明
ら
か
に
誤

っ
て
い
て
、
宗
祇
本
は
正
し
い
例
が
多

い
。
宿
木

・
浮
舟

・
手
習
の
よ
う
な
長

い
巻

で
は
桃
園
本

に
誤
り
が
多
く
、
宗
祇

本
が
正
確
な
た
あ
、

×
が
多
く
な

っ
た
。
表
3
の
※
欄
は
、
桃
園
本
が
誤

っ
て
い

る
た
め
に
×
に
な

っ
た
項
目
の
数
で
あ
る
。
×
の
殆
ど
が
桃
園
本
の
誤
り
で
、
宗

祇
本
は
誤

っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、
表
3
を
検
討
し
て
き
た
が
、
桃
園
本
と
宗
祇
本
の
距
離
の
非
常
に
近
い

こ
と
が
分
か

っ
た
。

素
直
に
考
え
る
と
、
初
あ
に
桃
園
本
か
そ
の
同
系
統
の
写
本
を
急
い
で
写
し
た

一36一



筆
者
が
、
後

で
桃
園
本
か
そ
の
同
系
統
の
写
本
を
用
い
て
校
合
し
た
の
で
は
な
い

か
。
◎
が
多
い
所
か
ら
、
当
初

の
本
文
が
既
に
桃
園
本
に
非
常
に
近
い
こ
と
が
分

か
り
、
そ
の
後
に
校
合
し
た
本
も
同
系
統
の
本
で
あ
る
こ
と
が
、
○
や
×
の
状
況

か
ら
推
測
さ
れ
る
。

ア
や
イ
は
、
校
合
時
の
見
落
と
し
か
。
誤
り
も
そ
の
通
り
に

手
を
入
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る

一
方

で
、
筆
者

の
判
断
を
示
し
て
い
る
箇
所
も
あ

る
。
梅
枝
巻
の
例
を
挙
げ

て
お
く
。

〔図
3
〕
(
一
八
才
)

.轟

.マ

め
喫

く

〇

九

八

八

・
1

宗
祇
本
は

「
へ
」

の
上
に

(徒
)
」
と
書
き
、
さ
ら
に

で
は
な
く
、
「継
ぎ
紙
」
と
読
む

べ
き
だ
と
い
う
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。

〔諸
本
〕

さ
ま

く

の
つ
き
か
み
の
ほ
ん
と
も

〔桃
園
本
〕
さ
ま

く

成

へ
き
か
み
の
本
と
も
ふ
る
き
あ
た
ら

し

き

つ

　
　
せ

〔宗
祇
本
〕
さ
ま
く

な
る

つ
き
か
み
の
ほ
ん
こ
と
も
ふ
る
き

本

、

あ
た
ら
し
き

「
つ
」
を
重
ね
書
き
し

て
、
細
字

で
右
に

「
つ

「巻
物
也
」
と
書
き
添
え
て
い
る
。
「
な
る
べ
き
紙
」

〔図

4
〕

(
二

一
才

)

、

4
♪
t

＼
〇
九
九
〇

・
6

〔諸
本
〕
し
り
ひ
に

(肖
柏
本

「
し
り
ゐ
に
」

・
麦
生
本

宗
祇
筆

『源
氏
物
語
』

に

つ
い
て

「
し

か
」

)

〔
桃

園

本

〕

し

り

に

　
よ
は
く
ぼ
　

〔宗
祇
本
〕
し
り
ひ
に

宗
祇
本
は
、
「
ひ
」
に
見
せ
消
ち
を
し
、
右
側
に
細
字
で

「後
よ
は
く
成
事
」

と
注
記
し
て
い
る
。
注
記
が
先
に
あ

っ
た
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
が
、
恐
ら

く
見
せ
消
ち
と
注
記
は
同
時

で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、

「
し
り
に
」
を
見

て

「
ひ
」
に
見
せ
消
ち
を
加
え
た
も
の
の
、
意
味
か
ら
す
る
と

「
し
り
ひ
に
」
だ

と
い
う
判
断
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

他
の
巻
に
も
さ
ま
ざ
ま
の
注
記
が
あ
り
、
す
べ
て
が
宗
祇
本
の
筆
者
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
か
な
り
の
部
分
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
、
筆
者
の
学
究
的
な
姿
勢
を
窺
わ
せ
る
。

お
わ
り
に

宗
祇
本
の
う
ち
、
六
巻

の
い
ろ
い
ろ
な
面
を
見
て
き
た
。
正
確
さ
は
宗
祇
本
の

方
が
優
れ
て
い
る
が
、

こ
の
六
巻
が
別
本
の
桃
園
本
と
非
常
に
近
い
こ
と
は
疑
え

な
い
。
宗
祇
本

の
残
り
の
四
十
八
帖
は
、
当
時
は
全
巻
揃

っ
て
い
た
桃
園
本

の
ツ

レ
を
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
と
な

っ
て
は
知
る
す
べ
も
な
い
。

宗

祇

本

を

ざ

っ
と

調

べ
た

と

こ
ろ

、

各

巻

は

、

以

下

の

よ

う

に
分

類

で
き

そ

う

で
あ

る
。

青

表

紙

本

系

の
本

文

と

河

内

本

系

の
本

文

が

混

合

し

て

い

る

も

の

は

別

本

と

し

た
。

〔青

表

紙

本

〕

桐

壺

・
末

摘

花

・
紅

葉

賀

・
花

宴

・
葵

・
明

石

・
濡

標

・
蓬

生

・

絵

合

・
松

風

・
薄

雲

・
朝

顔

・
少

女

・
初

音

・
胡
蝶

・
蛍

・
行

幸

・

藤

袴

・
真

木

柱

・
藤

裏

葉

・
若

菜

上

・
若

菜

下

・
柏

木

・
横

笛

・

夕

霧

・
御

法

・
幻

・
匂
宮

・
紅
梅

・
竹

河

・
橋

姫

・
椎

本

・
総

角

・

早

蕨

・
東

屋

・
蜻

蛉

〔河

内

本

〕

帯

木

・
夕

顔

・
若

紫

・
賢

木

・
須

磨

・
関

屋

・
篭

火

・
野

分

・
鈴
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〔別
本
〕

あ ま
る た
o、

宗
祇
筆

『源
氏
物
語
』

に

つ
い
て

虫空
蝉

・
花
散
里

・
玉
婁

・
常
夏

・
梅
枝

・
宿
木

・
浮
舟

・
手
習

・

夢
浮
橋

巻
末
に
高
松
宮
家
本

(耕
雲
本
)
と
同
じ
和
歌
が
書
き
加
え
て
あ
る
巻
が

〔関
屋
〕

〔梅
枝
〕

〔篭
火
〕

〔野
分
〕

〔鈴
虫
〕

〔蜻
蛉
〕

な
を
そ
う
き
ゆ
き
あ
ふ
さ
か
の
名
の
み
し
て
む
ね
に
せ
き
や
る
し
た
の

な
み
た
は

春
の
色
も
の
と
か
に
う
た
ふ
む
め
か
え
に
又
こ
ゑ
そ
ふ
る
宮

の
う
く
ひ

すひ
か
り
な
き
む
ね
の
ほ
の
ほ
の
し
ら
れ
ね
は
も
ゆ
と
や
み
け
る
よ
そ
の

か
＼
り
火

野
わ
き
せ
し
秋

の
ま
か
き

の
は
な
の
か
ほ
わ
れ
も
し
ほ
れ
て
物
お
も

へ

と
や
ふ
り
す
て
し
も
と
の
う
き
世
の
秋
と
た
に
わ
す
れ
ん
と
す
れ
は
す
㌧
む

し
の
こ
ゑ

手
に
と
れ
は
か

つ
は
と
ら
れ
ぬ
か
け
ろ
ふ
の
う

つ
ろ
ひ
や
す
き
君
か
心

か夏
の
月
ひ
か
り
を
ま
し
て
て
る
と
き
は
な
か
る
＼
水
に
か
け
ろ
ふ
そ
た

つ

関
屋

・
篭
火

・
鈴
虫
の
三
帖
の
本
文

は
高
松
宮
家
本
に
か
な
り
近
い
。
野
分
は
河

内
本
で
は
あ
る
が
、
高
松
宮
家
本
と

は

一
致
し
な
い
。
梅
枝
は
別
本
で
あ
る
。
蜻

蛉
は
青
表
紙
本
系
の
本
文
で
あ
る
上

に
、
二
首
と
も
耕
雲
本
と
は
違
う
歌
で
あ
る
。

関
屋

・
篭
火

・
鈴
虫
の
三
帖
は
と
も

か
く
、
他
の
三
帖
に
和
歌
が
書
き
加
え
ら
れ

た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

〔付
記
〕

『雨
夜
談
抄
』
(桂
宮
本

・

『
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
』
第
四
巻
所
収
)
の
見

出
語
と
宗
祇
本
帯
木
巻
と
を
対
照
し
て
み
た
。
『雨
夜
談
抄
』
は
注
釈
書
で
あ
る

た
め
、
見
出
語
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
桂
宮
本
に
至
る
書
写

の
過
程

で
見
出
語
が
原
本
を
忠
実
に
引
用
し
て
い
る
と
は
言

い
難
い
が
、
『雨
夜

談
抄
』
は
青
表
紙
本
系
の
本
文
を
用
い
て
い
る
。

一
方
、
宗
祇
本

の
帯
木
巻
は
河

内
本
系
の
本
文

で
あ
り
、
宗
祇
は

『雨
夜
談
抄
』
を
著
す
と
き
に
は
こ
の
本
を
用

い
て
い
な
い
。

プ

ロ
フ
ィ
ー
ル

東
海
学
園
大
学
名
誉
教
授
。
共
著

に

『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将

・
山
路
の
露
』

(笠
間
書
院
)、
『源
氏
物
語
注
釈
』
(風
間
書
房
)
、
『
風
葉
和
歌
集
新
注
』
(青
翰

舎
)
な
ど
が
あ
る
。
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